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　はじめに

アジ科ヨロイアジ属 Carangoidesは 12種が日
本から知られている（瀬能，2013）．そのうちナ
ン ヨ ウ カ イ ワ リ C. orthogrammus (Jordan and 

Gilbert, 1882)は，これまで鹿児島県において内之
浦湾，笠沙，下甑島，宇治群島，薩摩硫黄島，口
永良部島，屋久島，種子島，奄美大島，および与
論島などから記録されていた（Yamakawa, 1969；
財団法人鹿児島市水族館公社，2008；Motomura 

et al., 2010, 2016；畑，2013, 2018；竹内，2014；
鏑木，2016；Motomura and Harazaki, 2017；木村
ほか，2017；Nakae et al., 2018；木村，2018；公
益財団法人鹿児島市水族館公社，2018）．

2016年 4月 11日に長島東方の八代海で 1個体
のナンヨウカイワリが採集された．本標本は八代
海における本種の初めての記録となるため，ここ
に報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Smith-Vaniz and Carpenter 

(2007)にしたがった．標準体長は体長または SL

と表記し，体各部の計測はデジタルノギスを用い
て 0.1 mmまでおこなった．ナンヨウカイワリの
生鮮時の体色の記載は，固定前に撮影された長島

産の標本（KAUM–I. 86559）のカラー写真に基づ
く．標本の作製，登録，撮影，および固定方法は
本村（2009）に準拠した．本報告に用いた標本は，
鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）に保管さ
れており，上記の生鮮時の写真は同館のデータ
ベースに登録されている．

　結果と考察

Carangoides orthogrammus (Jordan and Gilbert, 1882)

ナンヨウカイワリ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 86559，体長 299.3 mm，鹿児
島県出水郡長島町長島東方八代海（31°11′N, 

130°12′E；鹿児島中央卸売市場魚類市場にて購
入），2016年 4月 11日，釣り，畑　晴陵．

記載　背鰭鰭条数（露出した鰭条のみ計数）
VI-I, 31；臀鰭鰭条数 II-I, 25；胸鰭軟条数 24；腹
鰭鰭条数 I, 5；側線鱗数（湾曲部＋直走部）123 + 

32 = 155；側線直走部の稜鱗数 20；鰓耙数 10 + 

21 = 31．
体各部の体長に対する割合（%）：背鰭前長

40.1；胸鰭前長 28.0；腹鰭前長 34.5；臀鰭前長
52.9；第 1背鰭基底長 13.5；第 2背鰭基底長
42.8；臀鰭基底長 36.3；尾柄長 10.1；第 1背鰭起
部と腹鰭起部を結んだ体高 35.9；胸鰭長 36.5；腹
鰭長 12.0；第 1背鰭第 2棘長 5.2；臀鰭前方の第
1遊離棘長 0.7；頭長 28.0；吻長 10.3；上顎長
11.1；眼径 5.7；眼後頭長 13.1；両眼間隔 10.0．
体は前後方向に長い長卵形で側扁する．体高

は臀鰭起部で最大．体背縁は吻端から眼の背縁に
かけて体軸に対しおよそ 45度の角度，そこから
第 2背鰭起部にかけてはそれよりも緩やかに上昇
し，第 2背鰭起部から尾鰭基底にかけて下降する．
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体腹縁は下顎先端から臀鰭起部にかけてなだらか
に下降し，そこから尾鰭基底にかけて緩やかに上
昇する．胸鰭基底上端は鰓蓋後端より僅かに後方
に位置し，胸鰭基底下端は腹鰭起部より前方に位
置する．胸鰭後端は尖り，背鰭第 13軟条起部直下，
臀鰭第 6軟条起部直上に達する．腹鰭起部は胸鰭
基底下端より後方に位置し，腹鰭基底後端は背鰭
起部直下に位置する．たたんだ腹鰭の後端は肛門
を越える．第 1背鰭起部は腹鰭基底後端直上に位
置する．第 1背鰭基底後端はたたんだ腹鰭の後端
より後方に位置する．第 1背鰭第 1棘から第 5棘
の間には鰭膜が発達し，第 5棘と第 6棘の間には
皮下に棘が埋没している．第 2背鰭起部は臀鰭前
方の第 1遊離棘の起部より前方に位置する．第 2

背鰭基底後端は臀鰭基底後端よりも僅かに前方に
位置する．臀鰭起部前方には 2 本の可動性の遊離
棘がある．臀鰭前方の第 1遊離棘起部は第 2背鰭
起部よりも後方に位置する．臀鰭起部は第 2背鰭
第 7軟条起部直下付近に位置する．第 2背鰭と臀
鰭の基底部は前後方向に長い鞘鱗に被われる．第
2背鰭と臀鰭の前部は鎌状を呈するが，フィラメ
ント状には伸長しない．尾鰭は二叉型で湾入し，

両葉の後端は尖る．眼は正円形を呈し，眼を覆う
脂瞼は未発達．鼻孔は 2対で前鼻孔と後鼻孔は互
いに近接し，眼の前縁前方に位置する．吻部は肉
質で尖る．吻長は眼径より長い．上顎後端は眼の
前縁直下より後方に位置する．体は円鱗に覆われ，
両顎，吻部，頭部背面，眼の周囲，前鰓蓋骨，鰓
蓋下部，胸鰭基底，および胸部は無鱗．胸部無鱗
域後端は腹鰭起部までしか達しない．前鰓蓋骨と
鰓蓋後縁は円滑．側線は完全で鰓蓋上方から始ま
り，第 1背鰭基底後端から緩やかに下降し，第 2

背鰭第 15軟条起部直下で体軸と平行になる．側
線直走部の後部に稜鱗が発達し尾柄部では隆起す
る．尾柄部に 2本の隆起線がある．両顎には円錐
歯が密生し，歯帯を形成する．鰓耙は細長く棒状．

色彩　生鮮時の色彩―体側上部は銀灰色，体
側下部は銀白色を呈する．体側中央部には眼より
小さい 6個の黄色斑がある．黄色斑の中心部は鶯
色を呈し，一部黄色斑は互いに連続する．第 1お
よび第 2背鰭は灰白色を呈し，鎌状に伸長する部
分は青みがかる．第 2背鰭を覆う鞘鱗は深緑色．
胸鰭は淡い黄色を呈し，基底は上端は黒色でその
他の部分は白色．腹鰭は白色．臀鰭は灰白色を呈

Fig. 1. Fresh specimen of Carangoides orthogrammus (KAUM–I. 86559, 299.3 mm SL, off Naga-shima island, southern Yatsushiro Sea, 
Kagoshima Prefecture, Japan).
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し，鎌状に伸長する部分は青みがかる．臀鰭を覆
う鞘鱗は赤みがかった白色．尾鰭は青みがかった
灰色で，後縁は黒色．光彩は淡い黄色で，瞳孔は
黒色．眼の前縁は黒色に，後縁は黄色にそれぞれ
縁取られる．側線直走部は淡い黄色．尾柄部中央
に黒色域がある．

分布　ケニア，セーシェル・アルダブラ環礁，
チャゴス諸島，ココス諸島，韓国済州島・鬱陵島，
日本，台湾，インドネシア，オーストラリア，ハ
ワイ諸島，およびマルキーズ諸島，およびメキシ
コ・レビジャヒヘド諸島のインド・汎太平洋に広
く分布する（Smith-Vaniz, 1999；瀬能，2013）．国
内では，これまで新潟県佐渡から長崎県野母崎町
の日本海・東シナ海沿岸，伊豆諸島八丈島，小笠
原群島父島，火山列島北硫黄島，硫黄島，南硫黄
島，青森県陸奥湾・津軽海峡，相模湾から鹿児島
県内之浦湾の太平洋沿岸，鹿児島県笠沙，下甑島，
宇治群島，薩摩硫黄島，口永良部島，屋久島，種
子島，奄美大島から与那国島にかけての琉球列島，
および南大東島から記録されており（Suzuki, 

1962；Yamakawa, 1969； 塩 垣・ 道 津，1973；
Gushiken, 1983；西村ほか，1988；南大東村誌編
集委員会，1990；東京都水産試験場，1994；木村，
1997, 2018；塩垣ほか，2004；吉野，2008；財団
法人鹿児島市水族館公社，2008; Motomura et al., 

2010, 2016；三浦，2012；瀬能，2013；畑，2013, 

2018；竹内，2014；池田・中坊，2015；Koeda et 

al., 2016； 鏑 木，2016；Motomura and Harazaki, 

2017；木村ほか，2017；Nakae et al., 2018；公益
財団法人鹿児島市水族館公社，2018），本研究に
より新たに八代海南部における分布が確認され
た．

備考　本標本は腹鰭を有すること，両顎に歯
帯を有すること，背鰭と臀鰭が糸状に伸長しない
こと，側線直走部の後部にのみ稜鱗が発達するこ
と，脂瞼が発達しないこと，第 1鰓弓上の鰓耙数
が 31であることなどにより，Gushiken (1983)や
Smith-Vaniz (1999)，Lin and Shao (1999)によって
定義された Carangoides属の標徴と一致した．ま
た，生鮮時，体側に黄色斑が散在し，暗色横帯が
ないこと，吻が尖り，眼径より長いこと，下枝鰓

耙数が 21であること，胸部無鱗域後端が腹鰭起
部までしか達しないことなどが Gushiken (1983)

や Smith-Vaniz (1999)，瀬能（2013）の報告した
Carangoides orthogrammusの標徴とよく一致した
ため，本種と同定された．

Carangoides orthogrammusを日本から初めて報
告したのは Suzuki (1962)である．彼は京都府宮
津市養老から得られた 2個体（体長 241.0–245.0 

mm）を C. jordani（現在 C. orthogrammusの新参
異名とされている：Gushiken, 1983）として報告
した．その後 Yamakawa (1969)は奄美大島名瀬か
ら得られた 2個体（体長 205–213 mm）を Caranx 

ferdauとして報告するとともに和名ナンヨウカイ
ワリを提唱した．彼が報告した Caranx ferdauは
現在 Carangoides ferdauとして和名クロヒラアジ
にあてられているが（瀬能，2013），吻長が眼径
より長い特徴から Carangoides orthogrammusであ
る（Nakae et al., 2018；本研究）．
これまでに知られていたナンヨウカイワリの

分布は上述の分布の項のとおりであり，長島列島
の魚類相を調査した並田（1977）においても記録
されておらず，長島から得られた標本は本種の八
代海において初めての記録となる．
本種は島嶼域に多く生息し，内湾や淡水の影

響がある水域における出現は稀であるが（Smith-

Vaniz, 1999；畑，2018），本報告において非常に
閉鎖度が高く，内湾環境が卓越する八代海（有明
海・八代海総合調査評価委員会，2006）において
確認された．本種の八代海への加入は，黒潮分流
による遇発的なものであると考えられる．
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